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研究要旨  

頚椎 OPLL患者 49 人において、頚椎後方伸筋群（頚半棘筋、多裂筋）の脂肪変性

の程度および関連因子を調べた。筋層における脂肪の割合は 10%（頚半棘筋）お

よび 16％（多裂筋）であり、OPLLのある椎体数および OPLL最大占拠率と相関が

みられた。特に、連続型および混合型において、脂肪変性の割合が高く、頚椎機

能が悪い傾向であった。 

 

Ａ．研究目的 

頚椎 OPLL症例における、頚椎後方伸筋の脂

肪変性について調べること。 

 

Ｂ．研究方法 

頚椎 OPLLに対し手術をした 49人において、

後ろ向きに MRI 画像などを解析した。OPLL

の形態、骨化サイズなどを CTで調べた。MRI

では専用ソフトを用いて筋層内脂肪の割合

を計測した。具体的には、C4/5 および C5/6

における頚半棘筋・多裂筋の筋面積、脂肪変

性の割合について調べた。（研究は東京大学

の倫理委員会で承認された。） 

  

Ｃ．研究結果 

筋層における脂肪の割合は 10%（頚半棘筋）

および 16％（多裂筋）であり、OPLL のある

椎体数および OPLL 最大占拠率と相関がみ

られた。特に、連続型および混合型において、

脂肪変性の割合が高く、頚椎機能(NDI)が悪

い傾向であった。 

 

Ｄ．考察、 

連続型・混合型では椎体癒合がみられるた

め、脂肪変性が強いというのは予想された 

 

結果であった。一方で、骨化占拠率が大きい

群では筋層の脂肪変性が強く、そこには脊

髄圧迫による影響（後枝内側枝の関与）が考

えられた。年齢、性別、BMIなどを傾向スコ

アで調整した結果ではあるが、さらに症例

数を増やして関連因子を検討する必要があ

る。 

 

Ｅ．結論 

頚椎OPLLのサイズが大きい群、連続型・混合
型を呈する群、では、頚椎後方伸筋群の脂肪
変性が強い可能性がある。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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